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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 3,646 6.4 110 ─ 54 ─ 15 ─

22年３月期第１四半期 3,426 △10.6 △17 ─ △97 ─ △97 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 1 70 0 27

22年３月期第１四半期 △10 90 ─ ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 13,625 326 2.4 △186 98

22年３月期 13,459 383 2.8 △180 61

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 326百万円 22年３月期 383百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ ─ ─ 0 00 0 00

23年３月期 ─

23年３月期(予想) ─ ─ 0 00 0 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 7,973 7.2 187 289.6 65 ─ 20 ─ 2 23

通期 15,994 6.4 460 30.3 218 175.9 143 204.3 15 98

gen
新規スタンプ



 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビューを実施しております。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 9,111,190株 22年３月期 9,111,190株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 161,627株 22年３月期 161,108株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 8,949,794株 22年３月期１Ｑ 8,958,543株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策の効果などを背景に企業収

益が改善し、景気の持ち直しの兆しがみられるものの、雇用や所得環境は依然として厳しい状況が続

くなど、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移しております。 

住宅関連業界におきましても、住宅版エコポイント制度や住宅取得に関する贈与税の非課税枠拡大

などといった諸政策の効果から、新設住宅着工戸数は19万5千戸（前年同四半期比1.1％減少）とな

り、持家や分譲住宅を中心に底打ちの兆しが見えはじめております。 

このような事業環境のもと、当社グループは、当連結会計年度を初年度とした「３ケ年経営計画～

チャレンジ４５０～」に基づき、事業革新による営業力の強化、新商品の投入による営業競争力の強

化及び工場の生産性改善に取り組みました。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は、3,646,172千円（前年同四半期比6.4％増加）と

なりました。損益面では、売上総利益率の改善もあり、営業利益110,132千円（前年同四半期は営業

損失17,741千円）、経常利益54,622千円（前年同四半期は経常損失97,435千円）となりました。 

また、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額や減損損失などを特別損失として計上したことか

ら、四半期純利益15,224千円（前年同四半期は四半期純損失97,646千円）となりました。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

・ 木材事業  

木材事業につきましては、市況の回復傾向に伴い、相場も堅調に推移し在庫の回転率が改善された

ことにより、売上総利益率が上昇しました。この結果、売上高は2,815,800千円、営業利益は121,282

千円となりました。 

・ 建材事業  

建材事業につきましては、新設住宅着工戸数は下げ止まりつつあるものの、建設需要は低い水準で

推移しております。また、新床材塗装ライン設備による自社生産への切り替えが遅れました。この結

果、売上高は559,089千円、営業損失28,757千円となりました。 

・ その他 

プレカット事業につきましては、地場中心の密着営業により受注を確保することが出来ました。ま

た、不動産賃貸事業は、計画どおりの収入・収益をあげることが出来ました。この結果、売上高は

271,282千円、営業利益17,607千円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ166,731千円増加し13,625,953

千円となりました。この主な要因は次のとおりであります。  

 資産については、前連結会計年度末に比べ166,731千円増加し13,625,953千円となりました。この

主な要因は、たな卸資産が253,297千円及びその他（前渡金）が112,954千円増加した一方で、現金及

び預金が112,203千円及び土地が78,006千円減少したこと等によるものであります。  

 負債については、前連結会計年度末に比べ223,665千円増加し13,299,379千円となりました。この

主な要因は、支払手形及び買掛金が460,736千円増加した一方で、短期借入金が207,074千円減少した

こと等によるものであります。  

 純資産については、前連結会計年度末に比べ56,934千円減少し326,574千円となりました。この主

な要因は、四半期純利益15,224千円を計上しましたが、「連結財務諸表に関する会計基準」を適用

し、部分時価評価法から全面時価評価法への変更を行ったことから、利益剰余金が54,468千円減少し

たこと等によるものであります。 

連結キャッシュ・フローにつきましては、当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等

物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ112,235千円減少し255,819千円となりまし

た。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、獲得した資金は130,742千円(前年同四半期は467,567千円の使用)となりました。

この主な要因は、たな卸資産が255,980千円及び仕入債務が348,967千円増加したこと等によるもので

あります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、獲得した資金は25千円(前年同四半期は38,751千円の獲得)となりました。この主

な要因は、貸付金の回収758千円（純額）等があったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、使用した資金は234,468千円(前年同四半期は474,193千円の調達)となりました。

この主な要因は、短期借入金が207,074千円及び長期借入金が19,500千円減少したこと等によるもの

であります。 

  

当第１四半期連結累計期間における業績の進捗状況等を踏まえ、平成22年５月14日に公表いたしまし

た平成23年３月期第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日～平成22年９月30日)の連結業績予想を修

正しております。詳細につきましては、本日別途公表いたしました「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

なお、通期につきましては不確実な要因が多いことから、現時点においては平成22年５月14日に公表

いたしました連結業績予想を据え置いております。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法  

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

② 棚卸資産の評価方法  

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部実地棚卸を省略し、前連結会計年度末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行う方法によっております。  

③ 固定資産の減価償却費の算定方法  

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按

分する方法によっております。  

 なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。  

④ 未実現損益の消去 

四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見積

って計算しております。 

  

①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益は181千円、経常利益は183千円及び税金等調整前四半期純利益は10,647千円そ

れぞれ減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は12,172千円で

あります。 

②「企業結合に関する会計基準」等の適用  

当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12

月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究

開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に

関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会

計基準第16号 平成20年12月26日）、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」

（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

 なお、部分時価評価法から全面時価評価法への変更による損益に与える影響はありませんが、利益剰

余金が54,468千円減少しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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当社は、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況

その他会社の経営に重要な影響を及ぼす事象が存在しております。 

継続企業の前提に関する注記に記載のとおり、当社は、毎期の利益計画の着実な実行を前提に、主力

取引銀行からの支援を受けており、当該計画の達成如何では、財務活動に重大な影響を及ぼす可能性が

あります。このことにより、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在してお

り、当社及び連結子会社は、当第１四半期連結会計期間末現在、契約期間が一年以内の借入金が96億円

と多額にあることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 当社は、当該状況を解消すべく、新たに策定した「３ケ年経営計画～チャレンジ４５０～」の諸施策

を実行し、利益計画を確実に実行することで、さらなる財務体質の改善を図ることにより、主力取引銀

行からの継続的支援を得られるものと考えております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 483,355 595,558

受取手形及び売掛金 4,746,110 4,733,551

商品及び製品 2,240,645 1,978,764

仕掛品 47,626 26,553

原材料及び貯蔵品 218,205 247,862

その他 425,074 317,227

貸倒引当金 △530,141 △523,725

流動資産合計 7,630,877 7,375,792

固定資産   

有形固定資産   

土地 3,357,833 3,435,840

その他（純額） 1,494,697 1,493,569

有形固定資産合計 4,852,530 4,929,410

無形固定資産   

のれん 1,428 1,666

その他 15,472 15,472

無形固定資産合計 16,900 17,139

投資その他の資産   

その他 1,909,367 1,926,785

貸倒引当金 △783,722 △789,904

投資その他の資産合計 1,125,645 1,136,880

固定資産合計 5,995,076 6,083,430

資産合計 13,625,953 13,459,222

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,663,581 2,202,845

短期借入金 9,617,965 9,825,039

未払法人税等 8,659 17,649

賞与引当金 12,323 6,313

その他 207,001 242,181

流動負債合計 12,509,530 12,294,028

固定負債   

長期借入金 337,000 356,500

退職給付引当金 209,598 202,025

資産除去債務 12,225 －

その他 231,024 223,159

固定負債合計 789,848 781,685

負債合計 13,299,379 13,075,713
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,502,459 1,502,459

資本剰余金 1,000,000 1,000,000

利益剰余金 △2,140,500 △2,101,257

自己株式 △13,551 △13,530

株主資本合計 348,407 387,672

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 11,904 12,809

繰延ヘッジ損益 △5,761 2,966

為替換算調整勘定 △27,975 △19,939

評価・換算差額等合計 △21,832 △4,163

純資産合計 326,574 383,508

負債純資産合計 13,625,953 13,459,222
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 3,426,559 3,646,172

売上原価 3,141,685 3,229,005

売上総利益 284,874 417,167

販売費及び一般管理費 302,616 307,034

営業利益又は営業損失（△） △17,741 110,132

営業外収益   

受取利息 994 680

受取配当金 8,113 8,948

持分法による投資利益 － 1,485

その他 1,601 980

営業外収益合計 10,708 12,094

営業外費用   

支払利息 57,578 47,012

為替差損 6,503 3,551

持分法による投資損失 9,881 －

その他 16,439 17,040

営業外費用合計 90,402 67,604

経常利益又は経常損失（△） △97,435 54,622

特別利益   

貸倒引当金戻入額 3,585 －

特別利益合計 3,585 －

特別損失   

固定資産除売却損 － 120

減損損失 － 23,538

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,464

特別損失合計 － 34,123

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△93,850 20,499

法人税、住民税及び事業税 3,796 5,274

法人税等合計 3,796 5,274

少数株主損益調整前四半期純利益 － 15,224

四半期純利益又は四半期純損失（△） △97,646 15,224
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△93,850 20,499

減価償却費 15,487 24,545

減損損失 － 23,538

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,585 233

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,522 6,010

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,536 7,573

受取利息及び受取配当金 △9,107 △9,628

支払利息 57,578 47,012

固定資産除売却損益（△は益） － 120

持分法による投資損益（△は益） 9,881 △1,485

売上債権の増減額（△は増加） 101,645 △6,433

たな卸資産の増減額（△は増加） 94,811 △255,980

破産更生債権等の増減額（△は増加） 124 849

仕入債務の増減額（△は減少） △598,689 348,967

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,464

その他 34,392 △38,762

小計 △391,326 177,525

利息及び配当金の受取額 11,566 17,457

利息の支払額 △57,773 △48,942

法人税等の支払額 △30,033 △15,298

営業活動によるキャッシュ・フロー △467,567 130,742

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △33,043 △33,075

定期預金の払戻による収入 33,000 33,043

有形固定資産の取得による支出 △1,434 △617

貸付けによる支出 △28,000 △5,000

貸付金の回収による収入 68,624 5,758

その他 △394 △82

投資活動によるキャッシュ・フロー 38,751 25

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 139,000 △207,074

長期借入れによる収入 350,000 －

長期借入金の返済による支出 △14,500 △19,500

リース債務の返済による支出 △150 △7,872

自己株式の取得による支出 △155 △21

財務活動によるキャッシュ・フロー 474,193 △234,468
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 869 △8,535

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 46,247 △112,235

現金及び現金同等物の期首残高 416,376 368,054

現金及び現金同等物の四半期末残高 462,624 255,819
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当第１四半期連結会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

四半期連結財務諸表提出会社である当社は、毎期の利益計画の着実な実行を前提に、主力取引銀行

からの支援を受けており、当該計画の達成如何では、財務活動に重大な影響を及ぼす可能性がありま

す。このことにより、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりま

す。 

当社は、当該状況を解消すべく、今後も、利益計画を確実に実行することで、さらなる財務体質の

改善を図ることにより、主力取引銀行からの継続的支援を得られるものと考えております。 

しかし、当社及び連結子会社は、当第１四半期連結会計期間末現在、契約期間が一年以内の借入金

が96億円と多額にあり、また利益計画の達成状況について、現時点では継続企業の前提に関する重要

な不確実性が認められます。 

なお、四半期連結財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要

な不確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注）１ 事業区分の方法  

    製品の種類・性質、市場及び販売方法の類似性を考慮し、区分しております。 

２ 各事業区分に属する主要な事業内容 

  木材・建材事業：原木・木材製品の販売及び建材品の製造・販売に関する事業 

  住宅・不動産事業：プレカット加工及びプレカット加工用木材の販売、不動産の販売及び賃貸に関する事 

  業 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

木材・建材 
事業 
(千円)

住宅・
不動産事業 
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

3,185,436 241,123 ─ 3,426,559 ― 3,426,559

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

─ 2,668 ─ 2,668 ( 2,668) ―

計 3,185,436 243,791 ─ 3,429,228 ( 2,668) 3,426,559

営業利益又は営業損失(△) △32,169 14,427 ─ △17,741 ─ △17,741

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社は、製品(商品)・サービス別に事業本部を置き、各事業本部は取り扱う製品(商品)・サービスにつ

いて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社は事業本部を基礎とした製品(商品)・サービス別セグメントから構成されており、「木材

事業」及び「建材事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「木材事業」は、主に輸入原木及び輸入木材製品を商事販売しております。「建材事業」は、主に二次

加工合板及び床材等を製造販売しております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 
（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、プレカット事業及び不動産賃貸 

 等事業を含んでおります。 

 ２ 調整額はセグメント間取引の消去であります。 

 ３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

  該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）1

合計
調整額 
（注）2

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）3木材事業 建材事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 2,815,800 559,089 3,374,889 271,282 3,646,172 ─ 3,646,172

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─ 3,168 3,168 △3,168 ─

計 2,815,800 559,089 3,374,889 274,450 3,649,340 △3,168 3,646,172

セグメント利益又は損失(△) 121,282 △28,757 92,525 17,607 110,132 ─ 110,132

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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